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神奈川県身体障害者連合会会報

　

県
身
連
の
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二

年
度
）
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
、
理

事
会
並
び
に
評
議
員
会
で
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
の

事
業
予
算
額
は
、
七
千
七
百
九
十
八
万

円
で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

二
百
二
十
六
万
一
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、
毎
年

派
遣
し
て
い
る
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
県
が
令
和
四
年
度
は
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
栃
木
県
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
派
遣
選
手
枠
数
が
増
員
と
な
っ

た
こ
と
と
、
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
へ
の
神
奈
川
県
か
ら
の
補
助
金

が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
各
地
域
団
体
の
会
員
の
減

少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
組
織
並
び
に
財

政
基
盤
の
弱
体
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
身
連
の
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二

年
度
）
の
事
業
活
動
は
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の
方

針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。

一
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
予
算
の

的
確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図

り
、
地
域
団
体
と
連
携
を
強
化

し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者

に
向
け
た
各
種
事
業
を
行
う
。

二
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
各
種
事

業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
新
規

会
員
の
獲
得
を
目
指
す
。
ま
た
、

当
連
合
会
の
自
主
財
源
に
つ
い
て

は
、
経
費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員

各
位
の
自
主
的
、
積
極
的
な
参
加

の
も
と
に
法
人
の
目
的
達
成
に
努

め
る
。

令
和
四
年
度
事
業
計
画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
決
ま
る

№ 事　業　科　目 本年度予算 増　　減
1 管　理　費 600,000 ▲500,000
2 人　件　費 450,000 0
3 会　議　費 145,000 0
4 負　担　金 185,000 0
5 雑　　　費 80,000 ▲20,000
6 管 理 諸 費 400,000 0
7 地域団体組織強化費 20,000 0
8 広報活動費 1,140,000 0
9 身体障害者福祉推進活動費 20,000 0
10 部会活動費 600,000 0
11 日身連大会参加費 140,000 30,000
12 相談事業費 30,000 30,000
13 体育振興費 210,000 0
14 福祉大会費 1,155,000 355,000
15 社会参加推進センター事業運営費 11,471,000 ▲603,000
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 46,525,000 2,397,000
17 全国障害者スポーツ大会関東地区予選会 0 ▲1,053,000
18 音声機能障害者発声訓練事業費 1,234,000 ▲218,000
19 県障害者スポーツ大会開催費 3,130,000 0
20 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 10,445,000 1,935,000
21
22

合　　　計 77,980,000 2,261,000

令和４年度神奈川県身体障害者連合会事業予算（単位：円）
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　電話リレーサービスとは、聴覚障害者・難聴者・発話困難者など（以下、「聴覚障害者等」という。）
と聞こえる人がオペレーターを介して電話することができるようにするサービスです。
　聴覚障害者等はスマホやタブレットのカメラを通してオペレーターに手話又は文字で話し、その内容
をオペレーターが聞こえる人に音声で伝え、逆に聞こえる人は普通の電話と同様に音声で話し、その内
容をオペレーターが手話や文字に変えて聴覚障害者等に伝えます。これにより、聴覚障害者と聞こえる
人が即時に双方向に電話を通して会話することができます。
　令和２年６月、「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和２年法律第53号）」が制
定（同年12月１日施行）され、公共インフラとしての公的電話リレーサービスが制度化されました。そ
して、令和３年７月１日から、総務大臣から指定された「一般財団法人日本財団電話リレーサービス」
がサービス提供を開始しています。
　私たち聴覚障害者は長い間、電話ができないために、警察や消防など緊急時の通報や連絡ができな
い、また、会社、店や公共機関の連絡先が電話しかなく問い合わせなどができないなど不便な思いをし
てきました。
　この不便をなくし、聴覚障害者や言語障害者がいつでもどこでもどんな時でもすぐに手話や文字で電
話ができるサービスとして、公的な電話リレーサービスが2021年７月から始まりました。これまでにも
民間による電話リレーサービスはありましたが、利用できる時間が限られている、110番や119番などの
緊急通報はできない、聞こえる人の利用はできないために聞こえる人から聴覚障害者等への発信ができ
ないなどの制約がありました。
　今回開始した公的電話リレーサービスにより、聴覚障害者等も24時間365日、すぐ連絡することが可能
になり、警察・消防などの緊急通報もできるようになりました。さらに、聞こえる人の利用も可能にな
り、聞こえる人から聴覚障害者等に電話をかけることも可能になりました。
　ただ、一般の人の中で、電話リレーサービスについて知っている人はまだそんなにいません。そのた
め、電話リレーサービスを利用して電話をかけても、相手が「電話リレーサービス」のことを知らない
ために怪しい電話と誤解されて切られてしまうことも起きています。
　この電話リレーサービスについて広く社会の人たちに知ってもらい、一日も早く全ての聴覚障害者等
が聞こえる人と同様に電話を利用できるようになってほしいと思っています。

『電話リレーサービス』

《電話リレーサービスイメージ》
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［
未
来
の
藤
沢
を
「
障
害
」
の
な
い
街
に
］

藤
沢
市
　
新し
ん

城じ
ょ
う

　
直
す
な
お

一
．
藤
沢
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
の
概
要

　

現
在
、
藤
沢
市
に
は
八
〇
〇
人
弱
の

視
覚
障
害
者
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
仲
間
が
集
ま
り
、
助

け
合
い
励
ま
し
あ
っ
て
、
触
れ

合
い
を
求
め
親
睦
を
深
め
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
の
が
、
私
た

ち
の
藤
沢
市
視
覚
障
害
者
福
祉

協
会
（
藤
視
協　

フ
ジ
シ
キ
ョ

ウ
）
で
す
。

二
．
沿
革

　

当
会
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭

和
二
十
四
年
に
「
藤
沢
市
盲
人

福
祉
協
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
五
月
三
十
日
に
は
、
藤

沢
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
立
さ

れ
、
藤
沢
市
盲
人
福
祉
協
会
は
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
視
覚
障
害
者
部
会
と
し

て
統
合
さ
れ
、
こ
の
組
織
形
態
で
三
十

年
ほ
ど
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
に
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
活
動
と
は
別
に
、
独
自
事
業

で
は
藤
沢
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
と

し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
は
、
藤
沢

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が
、
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
協

会
、
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
三
団
体

に
分
か
れ
、
身
体
障
害
者
連
合
会
に
改

組
さ
れ
、
藤
沢
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
が
完
全
独
立
し
た
の
で
す
。

三
．
現
在
の
活
動

　

現
在
の
活
動
で
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
目
的
と
し
た
バ
ス
研
修
旅
行
や
、

各
種
学
習
会
・
総
会
の
開
催
、
点
字
図

書
館
と
の
共
催
の
点
字
競
技
会
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
の
単
独
事
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
の
た
め

の
社
交
ダ
ン
ス
「
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」
、
短

歌
の
会
、
俳
句
の
会
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）、
吹
き
矢
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
、
さ
ら
に
、

各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協

力
を
得
て
、
新
年
懇
談
会
、
歩
く
会
な

ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
成
町
　
遠え
ん

藤ど
う

　
伸し
ん

一い
ち

　

開
成
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
例

年
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
総
会
、
と

も
し
び
バ
ス
に
よ
る
見
学
会
や
研
修

会
、
町
社
協
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
が
、
一
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
令
和
二
、三

年
度
の
事
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
書
面
会
議
に
よ
る
総
会
で
行
っ
た

以
外
に
実
施
で
き
て
い
な
い
。
令
和
二

年
度
に
は
年
度
末
に
初
め
て
の
試
み
と

し
て
『
会
員
さ
ん
へ
の
花
プ
レ
ゼ
ン
ト

事
業
』を
行
っ
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
、

会
員
の
方
か
ら
電
話
で
『
き
れ
い
な
花

を
見
て
気
分
が
明
る
く
な
っ
た
』
な
ど

の
声
を
頂
い
た
。
令
和
三
年
度
も
三
月

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
四
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

一
番
の
願
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
で

あ
る
。
感
染
予
防
が
最
優
先
で
あ
り
感

染
し
な
い
こ
と
が
一
番
で
あ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
中
は
高
齢
者
や
障
害
者

に
と
っ
て
外
出
で
き
な
い
、
外
出
し
に

く
い
、
家
族
の
支
援
さ
え
も
受
け
に
く

く
な
る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

団
体
行
動
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。

　

当
協
会
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛

ば
し
て
活
発
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ま
ず
第
一
に
は
神
奈
川
県
の

と
も
し
び
号
に
よ
る
バ
ス
旅
行
を
実
施

す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
近
行
っ
た
場
所

は
次
の
通
り
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
・
羽
田
空
港
（
東
京
都
二
〇
一
六
）、

東
京
ド
イ
ツ
村
（
千
葉
県
二
〇
一
七
）、

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
・
河
口

湖
遊
覧
（
山
梨
県
二
〇
一
八
年
）、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
ン
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
静
岡
県
伊
東
市

二
〇
一
九
）、
箱
根
関
所
・
芦
ノ
湖
遊

覧
（
箱
根
町
二
〇
一
九
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
は
世
の
中
か
ら
消
え

て
い
た
だ
き
、
会
員
み
ん
な
揃
っ
て
、

花
い
っ
ぱ
い
の
公
園
に
行
き
た
い
、
ぶ

ど
う
狩
り
に
行
き
た
い
、
お
昼
に
は
美

味
し
い
グ
ル
メ
を
食
べ
た
い
、
そ
こ
に

は
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
の
笑
顔
が
た

く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
事
業

活
動
を
今
年
は
県
身
連
も
含
め
て
各
身

障
団
体
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
。

 
藤
沢
市
視
覚
障
害
者

 
　
　
　
福
祉
協
会
の
ご
紹
介

 

開
成
町
身
体
障
害
者

 

　
　
　
福
祉
協
会
の
活
動

市町村のページ



 

神
奈
川
県
障
害
者

 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 
　
高
尾
山
登
山
開
催
案
内

身 障 か な が わ令和４年４月 15 日 第 158 号（4）
　

令
和
四
年
度
の
高
尾
山
登
山
事
業

は
、
七
月
十
三
日
（
水
）
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
高
尾
山
登
山
は
、
以
前

行
っ
て
い
た
富
士
登
山
か
ら
場
所
を
変

更
し
て
開
催
し
て
お
り
、
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

高
尾
山
は
、
自
然
が
豊
か

な
山
で
、
四
季
折
々
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

毎
年
多
く
の
観
光
客
や
登
山

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

の
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

収
束
に
向
か

う
こ
と
を
信

じ
準
備
し
て

ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様

の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
期　
　

日
】

　

七
月
十
三
日
（
水
）

【
場　
　

所
】

　

高
尾
山
（
薬
王
院
付
近
ま
で
）

【
申
込
方
法
】

　

お
住
ま
い
の
各
市
町
村
身
体
障
害
者

　

団
体
ま
で
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

　

六
月
三
日
（
金
）
必
着

【
参 

加 
費
】　

　

一
人　

四
、
〇
〇
〇
円

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
参
加
人
数

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
バ
ス
の
乗
車
場
所
に
つ
い
て
は
、
参

加
申
込
締
切
後
、
各
市
町
村
毎
ご
と

の
申
込
状
況
を
考
慮
し
て
決
定
致
し

ま
す
。

 

お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
奈
川

県
身
体
障
害
者
連
合
会
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

《
県
身
連
事
務
局
》

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五
（
三
一
一
）
八
七
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
（
三
一
六
）
六
八
六
〇

　

令
和
三
年
度
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
第
十
五
回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
た
め
全
競
技
会
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
度
の
第
十
六

回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
四
月
十
日
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
技
会
を
皮
切
り
に
開
幕
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
派
遣
選
手
候
補
者
の

選
考
を
兼
ね
た
県
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
す
。

　

五
月
の
陸
上
競
技
会
ま
で
の
申
込
み

は
締
切
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
卓
球

（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
含
む
）、
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会

の
申
込
は
十
一
月
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
卓
球
競
技
会
（
精
神
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
日
（
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
一
日
（
月
）

●
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

　
競
技
会
（
身
体
・
知
的
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
三
年
一
月
二
二
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
一
日
（
月
）

●
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会

　

期
日　
二
〇
二
三
年
二
月
十
九
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
二
月
十
二
日
（
月
）

　

令
和
四
年
度
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

神
奈
川
県
か
ら
の
派
遣
人
数
は

五
十
五
名
の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

個
人
競
技
の
出
場
種
目
は
、「
ボ
ウ

リ
ン
グ（
知
的
）」、「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
身
体
）」、「
Ｆ
Ｄ
（
身
・
知
）」、

「
陸
上
（
身
・
知
）」、「
卓
球
・
Ｓ
Ｔ

Ｔ
（
身
・
知
・
精
）」、「
水
泳
（
身
・

知
）」、「
ボ
ッ
チ
ャ
（
身
体
）」
で
す
。

　

代
表
選
手
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
各

市
町
村
福
祉
主
管
課
か
ら
の
推
薦
及
び

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
基

に
選
考
し
て
い
ま
す
。

　

推
薦
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
ス

ポ
ー
ツ
大
会
担
当
主
管
課
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事 業 案 内・報 告
 

第
二
十
二
回

 

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
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聴
覚
部
　
河か
わ

原は
ら

　
雅ま
さ

浩ひ
ろ

　

今
回
は
藤
沢
市
に
あ
る
、
神
奈
川
県

聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
藤
沢
駅
北
口
か

ら
歩
い
て
十
分
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ

る
、
白
い
二
階
建
て
の
お
し
ゃ
れ
な
建

物
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
話
、
字
幕
付
き

のD
V

D

の
作
成
、
貸
出
、
手
話
通
訳

者
、
要
約
筆
記
者
の
養
成
と
派
遣
、
聴

覚
障
害
児
・
者
の
聴
力
検
査
・
相
談
、

聴
覚
障
害
者
対
象
の
各
種
講
座
な
ど
、

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
盲
ろ

う
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
盲
ろ
う

者
通
訳
・
介
助
員
の
養
成
と
派
遣
、
盲

ろ
う
者
の
相
談
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
建
物
内
に

は
聴
覚
障
害
者
の

た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
設
備
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
聴
覚
障

害
者
の
た
め
に
音

や
声
を
視
覚
化
し

て
伝
え
る
設
備
が

あ
り
、
通
常
の
お
知
ら
せ
の
場
合
は
緑

の
回
転
ラ
イ
ト
が
、
火
災
な
ど
緊
急
の

お
知
ら
せ
の
場
合
は
、
赤
の
回
転
ラ
イ

ト
が
回
転
し
な
が
ら
光
り
、
電
光
文
字

表
示
装
置
に
お
知
ら
せ
の
内
容
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
扉
に
ガ

ラ
ス
が
入
っ
て
い
て
、
中
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
地
震
や
故
障
な
ど

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
た
時
に
、

中
に
い
る
人
と
外
に
い
る
人
が
扉
の
ガ

ラ
ス
を
通
し
て
や
り
と
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
階
段
の
踊
り
場
の
壁
に

は
、
足
音
が
聞
こ
え
な
い
た
め
に
踊
り

場
で
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
踊
り
場
の
向
こ
う
か
ら
来
る

人
が
見
え
る
よ
う
に
、
大
き
な
鏡
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、

各
部
屋
に

は
難
聴
者

の
た
め
の

ヒ
ア
リ
ン

グ
グ
ル
ー

プ
が
設
置

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
設
備
が
あ
る
た
め
、
私

た
ち
聴
覚
障
害
者
は
安
心
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
公
共
施
設

も
、
こ
の
よ
う
な
設
備
を
整
備
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
階
に
は
聴
覚
障
害
者
団
体

が
運
営
し
て
い
る
喫
茶
室
が
あ
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、
近
く
に
来
た
時
は
是
非

セ
ン
タ
ー
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

【
神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
六
六
（
二
七
）
一
九
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
六
六
（
二
七
）
一
二
二
五

　

〒
二
五
一-

八
五
三
三

　

藤
沢
市
藤
沢
九
三
三
番
地
の
二

http://w
w

w
.kanagaw

a-w
ad.jp

座
間
市
　
鈴す
ず

木き

　
孝た
か

幸ゆ
き

　

座
間
市
障
害
者
団
体
連
合
会
と
社
会

福
祉
法
人
慈
湧
会
緑
の
家
と
の
合
同

神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

座
間
市
障
害
者
団
体
連
合
会

で
、
障
害
の
あ
る
者
の
新
た
な
門
出
を

祝
う
た
め
「
成
人
を
祝
う
会
」
を
２
年

前
よ
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
会
員
の
高
齢
化
が
問
題
に

な
る
中
、
若
い
障
害
者
の
加
入
を
促

進
す
る
目
的
も
あ
っ
て
、
二
年
前
か
ら

開
催
し
て
い
る
。
行
政
が
行
う
「
成
人

式
」
に
加
え
て
、
同
じ
障
害
の
あ
る
仲

間
と
し
て
祝
う
の
が
目
的
。

　

市
内
の
障
害
者
作
業
施
設
等
に
も
声

掛
け
し
、
通
所
利
用
し
て
い
る
者
な
ら

市
内
外
を
問
わ
ず
祝
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹

底
し
実
施
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
成
人
を
祝
う
会
と
し

て
、
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ん

か
ら
祝
辞
を
頂
く
と
共
に
、
団
体
か
ら

名
前
入
り
の
記
念
品
を
贈
呈
。
記
念
撮

影
で
は
、
成
人
者
と
市
長
や
来
賓
と
連

合
会
役
員
が
入
っ
て
記
念
撮
影
を
行
っ

た
。

　

第
二
部
で
は
、「
地
域
交
流
演
奏

会
」
を
、
障
害
の
あ
る
演
奏
家
を
招

き
、
障
害
者
の
自
立
と
音
楽
を
通
じ
て

障
害
者
本
人
や
家
族
の
社
会
参
加
に
加

え
、
障
害
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
な
い
地

域
交
流
を
促
す
目
的
で
演
奏
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

会
員
を
問
わ
ず
広
く
事
業
対
象
を
広

げ
る
こ
と
で
、
会
員
の
加
入
を
進
め
て

い
る
。
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俳
句
（
兼
題
「
鰯
雲
」「
日
向
ぼ
こ
」）

日
向
ぼ
こ
足
の
指
か
ら
撫
で
ら
れ
る

横
須
賀
市　

松ま
つ

永な
が

鈴す
ず

子こ

古
傷
の
語
り
尽
く
せ
ぬ
日
向
ぼ
こ

大
和
市　

熊く
ま

谷が
い

う
め

日
な
た
ぼ
こ
船
こ
ぐ
先
は
若
き
日
へ

茅
ヶ
崎
市　

立た
て

脇わ
き

忠た
だ

澄す
み

老
い
て
な
お
母
郷
恋
し
や
イ
ワ
シ
雲

茅
ヶ
崎
市　

岸き
し

み
つ
子こ

い
わ
し
雲
時
を
忘
れ
し
か
く
れ
ん
ぼ

大
和
市　

佐さ

藤と
う

幸さ
ち

子こ

川
柳
（
兼
題
「
マ
ス
ク
」「
隣
」）

コ
ロ
ナ
野
郎
夢
の
中
で
も
マ
ス
ク
す
る

小
田
原
市　

矢や

口ぐ
ち

美み

津つ

枝え

会
釈
し
て
マ
ス
ク
の
下
に
あ
る
笑
顔

鎌
倉
市　

安あ
ん

藤ど
う

千ち

代よ

子こ

回
覧
板
う
わ
さ
話
も
連
れ
て
来
る

茅
ヶ
崎
市　

古ふ
る

田た

哲て
つ

也や

半
島
の
隣
同
士
は
仲
た
が
い

藤
沢
市　

馬あ

酔せ

木び

口
ゲ
ン
カ
マ
ス
ク
が
ず
れ
て
テ
レ
笑
い

小
田
原
市　

小こ

玉だ
ま

か
お
る

　

平
成
二
十
四
年
七
月
発
行
の
第
一
一
九

号
ま
で
掲
載
し
て
い
た
「
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
再
び
掲
載

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
投
稿
下
さ
い
。

　

作
品
送
付
、
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
事

務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
こ
こ
二
回
ほ
ど
身
障
か
な

が
わ
の
編
集
会
議
を
欠
席
し
て
し
ま

い
、
未
だ
に
県
身
連
の
入
っ
て
い
る
、

昨
年
移
転
し
た
新
し
い
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
行
け
ず
じ
ま
い
で
あ
る
。
横

浜
駅
で
東
急
線
に
乗
り
換
え
て
一
つ
目

の
反
町
駅
で
降
り
れ
ば
す
ぐ
で
あ
る
。

四
月
の
編
集
会
議
の
時
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
あ
る
。
で
も
そ
の
時
は
早
め
に

出
掛
け
て
、
横
浜
駅
西
口
か
ら
徒
歩

（
私
の
場
合
は
電
動
車
椅
子
）
で
行
こ

う
と
思
っ
て
い
る
。
横
浜
モ
ア
ー
ズ
の

右
の
道
か
ら
入
り
、
途
中
は
『
東
横
フ

ラ
ワ
ー
緑
道
』
を
通
っ
て
行
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
徒
歩
で
二
十
分
ほ
ど
で
あ

る
。
み
な
と
み
ら
い
線
開
通
で
地
下
化

さ
れ
た
東
急
東
横
線
の
地
上
跡
地
に
作

ら
れ
た
緑
道
で
、
途
中
ト
ン
ネ
ル
や
線

路
が
埋
め
込
ん
で
あ
る
道
が
あ
っ
た
り

す
る
。
春
の
陽
光
を
浴
び
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
散
歩
気
分
で
行
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

編
集
委
員
　
遠え
ん

藤ど
う

　
伸し
ん

一い
ち

（
開
成
町
）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜４月＞
10 日（日）

13 日（水）

17 日（日）

24 日（日）

29 日（金・祝）

＜５月＞
11 日（水）
15 日（日）

　中旬
　下旬

29 日（日）
31 日（火）
〜６／１（水）
　下旬

＜６月＞
12 日（日）
17 日（金）
20 日（月）

＜７月＞
３日（日）

13 日（水）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　FAX：045－316－6860

県障害者スポーツ大会フライングディスク競技会
 （県立スポーツセンター）
身障かながわ編集委員会
 （県社会福祉センター）
県障害者スポーツ大会陸上競技会（身体）
 （県立スポーツセンター）
県障害者スポーツ大会アーチェリー競技会
 （県総合リハビリセンターアーチェリー場）
県障害者スポーツ大会ボウリング競技会
 （湘南とうきゅうボウル）
神奈川県身体障害者ボウリング大会
 （湘南とうきゅうボウル）
県障害者スポーツ大会水泳競技会
 （さがみはらグリーンプール）
《視力部》職業部総会並びに懇親会
 （平塚市勤労会館）

県身連理事会 （県社会福祉センター）
県障害者スポーツ大会陸上競技会（知的）
 （県立スポーツセンター）
社会参加推進協議会 （県社会福祉センター）
県身連評議員会 （県社会福祉センター）
県身連理事会 （県社会福祉センター）
ＧＳＢ関東大会 （埼玉県）
全国視覚障害者福祉大会 （名古屋市）

肢体部会代議員会（未定）

かな視協総会
視力部会女性部研修会
第67回日本身体障害者福祉大会 （福岡）［WEB］

神奈川県視覚障害者福祉大会
交通バリアフリー状況研修
身体障害者高尾山登山 （高尾山）

本会報及び事業案内は、
次の県身連ＨＰに掲載されています。
http://kanagawa-kenshinren.or.jp


